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ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
と
に
か
く
広
い

国
で
あ
る
。
日
本
だ
と
、
車
を
使
え
ば

1
日
に
6
箇
所
く
ら
い
の
遺
跡
を
見
学

で
き
る
。
合
衆
国
で
は
、
遺
跡
が
比
較

的
密
集
し
て
い
る
南
西
部
、
現
在
の
ア

リ
ゾ
ナ
州
、
ニ
ュ
ー･

メ
キ
シ
コ
州
で

も
、
ひ
と
つ
の
遺
跡
か
ら
次
の
遺
跡
に

移
動
す
る
の
に
車
で
3
時
間
以
上
、
途

中
対
向
車
に
出
会
う
の
が
30
分
に
1
台

と
い
う
よ
う
な
田
舎
道
を
時
速
80
キ
ロ

以
上
で
走
り
続
け
る
。
だ
か
ら
1
日
に

見
学
で
き
る
遺
跡
の
数
も
限
ら
れ
て
く

る
。

　

２
０
０
９
年
4
月
か
ら
２
０
１
０
年

7
月
ま
で
16
ヶ
月
間
在
外
研
究
を
い
た

だ
き
、
母
校
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ラ

イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
客
員
研
究
員

と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
滞
在
し
た
。

そ
も
そ
も
高
校
、
大
学
、
大
学
院
を
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
で
修
了
し
た
私
が
な
ぜ

ま
た
同
じ
国
に
？
と
疑
問
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
学
生
時
代
は
貧
乏
で

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
内
遺
跡
見
学
旅

行
な
ど
で
き
る
金
銭
的
余
裕
が
全
然
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学（
1
）で
の
研
究

生
活
を
開
始
し
て
、
ま
ず
訪
れ
た
か
っ

た
の
が
合
衆
国
南
西
部
で
あ
る
。
こ
の

地
域
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
に
依

存
し
た
定
住
・
農
耕
社
会
が
紀
元
９
０

０
年
ま
で
に
成
立
し
た
。
遺
跡
と
い
う

と
地
下
に
埋
も
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
大

多
数
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
で
は
地
表

に
突
出
し
て
残
さ
れ
た
遺
跡
が
極
め
て

多
い
。
特
に
、
レ
ン
ガ
造
り
の
複
数
階

の
建
造
物
が
顕
著
な
特
徴
で
あ
る（
2
）。

発
掘
せ
ず
に
遺
跡
が
認
識
で
き
る
か
ら
、

考
古
学
研
究
も
19
世
紀
後
半
か
ら
非
常

に
盛
ん
で
、
南
西
部
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
お
け
る
考
古
学
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
。

そ
の
セ
ン
タ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ア
リ

ゾ
ナ
大
学
人
類
学
部（
学
科
で
は
な
く
、

学
部school

）は
48
名
の
専
任
教
授
・

准
教
授
・
助
教
授
を
擁
し（
そ
の
他
多

数
の
兼
任
教
員
）、
そ
の
う
ち
22
名
が

考
古
学
者
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
訪
れ
た
数
多
く
の
遺
跡
の

中
で
、
ニ
ュ
ー･

メ
キ
シ
コ
州
北
西
隅

に
所
在
す
る
、
世
界
遺
産
チ
ャ
コ
・
キ

ャ
ニ
オ
ン
遺
跡
群（
チ
ャ
コ
文
化
国
立

史
跡
公
園C

haco C
ulture N

ational 

H
istoric P

ark

）
を
紹
介
す
る（
３
）。

ま
ず
、
国
立
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

を
意
図
的
に
未
舗
装
に
す
る
と
い
う
文
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3）チャコ･キャニオン遺跡群のプエブロ・ボニトPueblo Bonito遺跡、
前景の円形部分がキヴァ

化
財
へ
の
配
慮
に
感
動
し
た
。
遺
跡
群

は
三
時
期
、
プ
エ
ブ
ロP

ueblo 

Ⅰ
、

紀
元
７
５
０
〜
９
２
０
、
プ
エ
ブ
ロ
Ⅱ
、

９
２
０
〜
１
０
２
０
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

ボ
ニ
トC

lassic B
onito

、
１
０
２
０

〜
１
１
２
０
に
分
け
ら
れ
、
１
２
０
０

年
ま
で
に
住
民
は
他
地
域
へ
移
住
し
た
。

当
時
は
プ
エ
ブ
ロ
文
化
の
祭
祀
セ
ン
タ

ー
、
交
易
の
拠
点
で
あ
り
、
チ
ャ
コ
か

ら
各
地
に
道
路
が
延
び
て
い
た（
す
べ

て
の
道
は
チ
ャ
コ
に
通
ず
）。
現
在
、

こ
の
遺
跡
群
を
建
造
し
た
プ
エ
ブ
ロ
族

の
子
孫
は
遺
跡
群
内
で
生
活
は
し
て
い

な
い
も
の
の
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
聖
地
、

祭
祀
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
現
在
で
も
機

能
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
ニ
オ
ン
と
い
う
名
が
示
す
と
お

り
、
遺
跡
は
自
然
渓
谷
内
に
立
地
す
る
。

北
側
は
祭
祀
遺
跡（
３
）、
南
側
は
居
住

遺
跡（
４
）に
分
か
れ
て
い
る
。
遺
跡
の

構
造
は「
グ
レ
ー
ト
・
ハ
ウ
ス
」と
呼
ば

れ
る
独
特
な
も
の
で
、
特
徴
的
な
煉
瓦

積
み
を
も
つ
複
数
階
の
公
共
施
設
と
キ

ヴ
ァK

iva

（
南
西
部
特
有
の
祭
祀
施

設
、
円
形
が
多
い
が
方
形
も
あ
る
、
現

在
で
も
先
住
民
の
社
会
で
機
能
し
て
い

る
）か
ら
成
り
立
つ
。

　

南
西
部
で
は
、
こ
う
い
っ
た
文
字
の

な
い
時
代
の
遺
跡
を
残
し
た
先
住
民
た

ち
の
子
孫
が
現
在
で
も
付
近
で
生
活
し

て
い
る
。
プ
エ
ブ
ロ
族
の
一
部
は
現
在
、

遺
跡
か
ら
東
へ
車
で
3
時
間
の
ニ
ュ
ー

･

メ
キ
シ
コ
州
タ
オ
スT

aos

で
、
当

時
と
ま
っ
た
く
同
じ
構
造
の
建
物
で
生

活
し
て
い
る（
５
）の
に
は
驚
い
た
。
日

本
人
考
古
学
者
に
と
っ
て
は
、
合
衆
国

に
お
い
て
考
古
学
専
攻
が
史
学
科
で
は

な
く
人
類
学
科
に
お
か
れ
て
い
る
現
実

は
理
解
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う

い
っ
た
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と

き
、
合
衆
国
に
お
い
て
考
古
学
が
民
族

学
と
一
体
と
な
っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た

の
も
ご
く
自
然
の
成
り
行
き
だ
な
、
と

痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

2）プエブロ ･ボニト遺跡内、2階と3階の
床を支持する木製梁が壁面から多数突出し
ているのがわかる。つまりこの建物は最低
でも3階建て

5）タオス･プエブロ、チャコ遺跡群に残る
建造物とまったく同じ構造の集合住宅

4）チャコ･キャニオン遺跡群内の住居跡、祭祀遺
跡と違いレンガ積みが雑
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